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ＨＤＬにおける信号命名法

ＡＳＩＡＮ記法
改 訂 D ( 2 0 1 0 / 5 / 2 3 )

有 限 会 社 プ ロ エ ク シ ィ

１ ． は じ め に

Ｐ Ｌ Ｄ や Ｆ Ｐ Ｇ Ａ 等 の プ ロ グ ラ ム を 回 路 図 で 記 述 す る と 、 レ ジ ス タ が 視 認 で き る の で 信

号 の 時 間 的 流 れ が 判 り 易 い の で す が 、 Ｈ Ｄ Ｌ 等 の テ キ ス ト に よ る 記 述 は 、 信 号 と 時 間 の 関

係 （ 波 形 ） が 表 現 し 難 い の で 、 時 間 軸 に 対 す る 動 作 が 判 り 難 い と い う 欠 点 が あ り ま す 。

回 路 規 模 が 大 き く な り フ ァ イ ル を 複 数 に 分 割 す る 様 に な る と 、 そ の 傾 向 は さ ら に 強 ま り

回 路 全 体 の 見 通 し が 悪 く な り ま す 。

( A t t r i b u t e d S I g n A l N a m i n g 俗 称 エ イ ジ ァ ン 記 法 )は 、 信 号 名 の 最 初 にＡ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ 記 法

数 文 字 か ら な る 接 頭 語 を 付 け て 波 形 を 表 現 す る 様 に し た も の で す 。

本 記 法 に よ る と 複 数 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク に お け る 信 号 の 属 す ク ロ ッ ク 系 統 が 一 目 瞭 然 に

な り 、 非 同 期 回 路 ／ 同 期 回 路 の 明 瞭 化 、 モ ノ ス テ ー ブ ル 対 策 漏 れ 、 ホ ー ル ド 信 号 の リ セ ッ

ト 条 件 漏 れ 等 の 基 本 的 な 凡 ミ ス も し 難 く な り 、 プ ロ グ ラ ム の 信 頼 性 が 向 上 し ま す 。

２ ． Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ 記 法 の 詳 細

信 号 名 の 先 頭 に 、 各 Ｈ Ｄ Ｌ で 使 用 を 許 さ れ た 文 字 で 、 下 記 の 接 頭 語 分 類 表 に 沿 っ た 信 号

属 性 を 示 す 接 頭 語 を 付 け ま す 。 説 明 の 為 に 接 頭 語 と 回 路 図 の 対 応 を 次 頁 に 示 し ま す 。

接 頭 語 分 類 表

接 頭 語 説 明

s _ s ( y n c h r o n o u s )

シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 し た 信 号 （ レ ジ ス タ 出 力 。）

a _ a ( s y n c h r o n o u s )

非 同 期 信 号

c _ c ( o m b i n a t o r i a l )

レ ジ ス タ 等 で シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 さ せ た 信 号 を A N D , O R , X O R等

の 組 み 合 わ せ 回 路 で 論 理 合 成 し た 信 号 。

（ 次 段 の レ ジ ス タ の セ ッ ト ア ッ プ タ イ ム を 満 足 し な い 可 能 性 や ハ

ザ ー ド を 含 む 可 能 性 が あ る 信 号 で あ る ）

h _ h ( o l d e d )

レ ジ ス タ で ホ ー ル ド （ ラ ッ チ ） さ れ た 信 号 。

（ セ ッ ト 信 号 と リ セ ッ ト 信 号 を 要 す ）

. p _ p ( u l s e d )

１ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 幅 に パ ル ス 化 さ れ た 信 号 。

s, cと 組 み 合 わ せ て sp _ , c p _ の 様 に 表 わ す 。

状 態 変 化 検 出 信 号 と し て ラ ッ チ イ ネ ー ブ ル 信 号 ク ロ ッ ク イ ネ ー（ 、

ブ ル 信 号 等 に 使 用 さ れ る 場 合 が 多 い ）

f _ f ( i x e d )

定 数 、 条 件 設 定 用 ス イ ッ チ 入 力 等 の 、 ス タ テ ィ ッ ク な 信 号 。

m _ m ( e t a s t a b l e )

メ タ ス テ ー ブ ル 状 態 に な る 可 能 性 を 含 む 信 号 。

（ 非 同 期 信 号 を レ ジ ス タ で 最 初 に ラ ッ チ し た 信 号 ）

. r _ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 立 ち 上 が り ( r i s e )に 同 期 を 明 示 す る 場 合 に 付 加

. f _ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 立 ち 下 が り ( f a l l )に 同 期 を 明 示 す る 場 合 に 付 加

. n _ シ ス テ ム ク ロ ッ ク が 複 数 あ る 場 合 は c l k n に 同 期 し た 信 号 は n を

付 し て s 1 _ , s 2 _ , s p 1 _ , c 3 _ 等 の 様 に 表 わ す 。

x . . _ 内 部 信 号 を 示 す 。

（ xを 外 せ ば そ の ま ま 入 出 力 信 号 名 . . _ に 編 集 で き る ）

. v _ ベ ク タ タ イ プ の 信 号 を 示 す 。
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●接頭語と回路図の対応

VCC
clk1 INPUT

VCC
a_input INPUT

VCC
a_reset_n INPUT

VCC
av _v ect_inp INPUT

VCC
s1_latch_clear INPUT

VCC
clk2 INPUT

s1_outputOUTPUT

s1_input_shif tOUTPUT

s2v _v ect_outOUTPUT
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inst14
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inst9
NOT

inst33

xm1_input_q0

xcp1_latch_enb

xc1_input_shif t xs1_input_shif t

xs1_input_q1 xs1_input_q2

xc1_holded_inp xc1_holded_inp_d

s1_latch_clear_n

xh1_holded_inp

xm2v _v ect_inp_q0 xs2v _v ect_inp_q1 xs2v _v ect_inp_q2

xsp1_latch_enb
sp1_latch_enbOUTPUT

xc1：内部信号、組み合わせ回路出力、システムクロック１系信号

xh1：内部信号、被ホールド、システムクロック１同期化信号

s1：外部入出力信号、システムクロック１同期化信号

xcp1：内部信号、組み合わせ回路出力、
１クロック幅、システムクロック１系

xs1：内部信号、システムクロック１同期化信号

xsp1：内部信号、１クロック幅システムクロック１同期化信号

sp1：外部入出力信号、１クロック幅システムクロック１同期化信号

s1：外部入出力信号、システムクロック１同期化信号

a：非同期外部入出力信号
固定であれば f_input でも良い

システムクロック１

システムクロック２

av：ベクタタイプ非同期外部入出力信号

xm2v：内部信号、メタステーブル可能性含む、システムクロック２同期化ベクタタイプ信号

xs2v：内部信号、システムクロック２同期化ベクタタイプ信号

s2v：外部入出力信号、システムクロック２同期化ベクタタイプ信号

xmv1：内部信号、メタステーブル可能性含む、
システムクロック１同期化信号
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３ ． Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ 記 法 の 使 用 例

上 図 で 示 す Ｄ Ｆ Ｆ を Ａ Ｓ Ｉ Ａ Ｎ 記 法 に よ る Ｖ Ｈ Ｄ Ｌ で の 記 述 例 を 以 下 に 示 し ま す 。

な お 、 同 回 路 は 非 同 期 信 号 の a _ i n、 又 は 外 部 で c l kに よ り Ｄ Ｆ Ｆ で 一 回 ク ロ ッ ッ キ ン グ

さ れ た m _ i n の 何 れ か を 入 力 と す る も の で 、 使 用 し な い 他 方 の 信 号 は 外 部 で L に 固 定 し

て 用 い ま す 。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - D F F

- - F i l e N a m e : d _ f f . v h d

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

l i b r a r y i e e e ;

u s e i e e e . s t d _ l o g i c _ 1 1 6 4 . a l l ;

e n t i t y d _ f f i s

p o r t (

c l k : i n s t d _ l o g i c ;

a _ r s t : i n s t d _ l o g i c ;

a _ s e t : i n s t d _ l o g i c ;

a _ i n : i n s t d _ l o g i c ;

m _ i n : i n s t d _ l o g i c ;

s _ o u t : o u t s t d _ l o g i c

) ;

e n d d _ f f ;

a r c h i t e c t u r e r t l o f d _ f f i s

s i g n a l x m _ q 0 : s t d _ l o g i c ;

s i g n a l x s _ q 1 : s t d _ l o g i c ;

b e g i n

- - s h i f t r e g i s t e r a n d d f f

p r o c e s s ( a _ r s t , c l k ) b e g i n

i f ( a _ r s t = ' 1 ' ) t h e n

x m _ q 0 < = ' 0 ' ;

x s _ q 1 < = ' 0 ' ;

e l s i f ( a _ s e t = ' 1 ' ) t h e n

x m _ q 0 < = ' 1 ' ;

x s _ q 1 < = ' 1 ' ;

e l s i f ( c l k ' e v e n t a n d c l k = ' 1 ' ) t h e n

x m _ q 0 < = a _ i n ;

x s _ q 1 < = x m _ q 0 o r m _ i n ;

e n d i f ;

e n d p r o c e s s ;

- - s e t o u t p u t

s _ o u t < = x s _ q 1 ;

e n d r t l ;
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VCC
a_set INPUT

VCC
a_in INPUT

VCC
m_in INPUT

VCC
clk INPUT

VCC
a_rst INPUT

s_outOUTPUT

xm_q0
xs_q1


